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「テク ノス トレス⊥ これは ア メ リカの若手心理 学者 ク レイグ ・ブロー ドが,い まア メ リカ社会で
進行 している 「コ ンピュー タ化」 に と もな って出現 した新 しい現代 病 に命名 した言葉 であ る。 ブ ロ
ー ドは,各 種 め コンピ ュー タ とか かわ りをもつ人 び とを対象 に,三 年間 にわた るイ ン・タヴュー調査
を行 った結果,「新 しい コ ンピュー タ ・テグ ノロジー に健 全な形で対処 で きな い こ と か ら起 る適応
く　
症群 」が,そ れ らの人 々の閲 に生 じつつあ ることを報 告 してい る。 ブ ロー ドに よる と,テ ク ノス ト
レスは,表 裏 をなす明確 に異 った2つ の形,す なわ ち"テ ク ノ不 安定"と"テ ク ノ依存症"と し
(現 われ る。 テ ク ノ不 安症 は,上 司 や雇 主あるいは世間 一般か ら コンピュ7タ を使 うよう期待 され
てい る人 び とに多 くみ られる もので,そ の初期 には,「短気,頭 痛,悪 夢,コ ンピュー タに関す る
　　
学習へ の抵抗,あ から さまな拒否」 な どの症 状が現 われ ると云 う。「テ クノ依存症者 は総 じて新 し
いテ クノロジーに強 く意欲 を掻 き立 て られ,進 んで これ を受 け入 れ ようとす る。 ところが,彼 ら自
てい
身 はそれ とは気付 かずなが ら,コ ンピュー タをその まま引 き写 しに した体 の物 の見方,考 え方 を採
り入 れて しま うのであ る。 テク ノ依存症者 の特 徴は,事 実絶対主義 であ り,彼 らは感 情の起伏 に乏
し く,効 率 とス ピー ドに こだわ り,他 人に対 して思い や りがない。 そして,彼 らは人間 の行動 やコ
ミュニケー シ ョンの曖昧 さを非常 に嫌 う。 この形 の テク ィス トレスが昂 じると,人 は常軌 を逸 して
ゆ
反社 会的な行動 に走 弘 感性 に根 ざした創造的 な考 えができな くな る」・ 引用が長 くな ったが・ 耳
なれない現代病 の症状 を著 者の言葉 で紹介 したか ったか らであ る。 この ような患者 の数 や割合 な ど
についてブ ロー ドは触 れていない。 しか し,心 理学 を専門 とす るブロー ドが3年 間 にわた る調査 の
結果 くだ した結論 とすれば,相 当程 度 の割合 で生 じてい るもの と推測 して よいのか も知 れない。,ア
メリカに追いつ き追 い越 す ことを目標 に 「情報化 」 き進 めてい るわが国に おいて も,同 様 の患者が
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すでに現 われてい ると,最 近 の新聞が報 じてい た。
近年にお けるエ レク トロニク スのマ イクロ化 と,ま だ限定 されてい るとはい え,通 信 サー ビスの
「自由化」 とに ともな って,コ ンピュー タは今後 ます ます急速 にオフ ィスに,フ ァク トリーに,そ
してホー ムに浸透す ることはほぼ間違いない。 だ とすれば,わ が国に おいて も近 い将来,現 代病 テ
ク ノス トレスが大 きな社会 問題 にな るφだ ろうか。 先般わが国 で も 「戸 ボ ッ}殺 人事 件」 が発生 し
た ことは知 られてい るが,コ ンピュー タ化 は,公 害 や生態系破壊 な どに直接つなが るもの ではな い。
それだけ に,r・wa報化」 について,バ ラ色 の未来 を夢 み る人 も決 して少な くな い。 その ような人 び
とに対 しテク ノス トレスは一つ の警告 を与 え るもの と評価 す ることが でき よう。
「情報化社会 」 あ るいは 「高度情 報社会」 とい う呼 び名 はすでに市民 権 を得 てい るの だろ うか・
い ずれにせ よ,ま だその正体 が明 らか にな ってい る とはいえ ない ように思え る。 ブ ロー ドの報告 が
事実 だ とすれば,「テク ノス トレス」 も 「情 報化社会」 が生 んだ一 つの現代病 であ ろ う。 そ して・
それは氷 山の一角 にす ぎないのか も知 れ な い。F情報化」 の進行 に よ り,今 後 どの ような事態が生'
じて くるのか,い まの時点で 「情 報化社会」 の輪郭 を明晰 にす ることは困難 であ ろ う。 しか しい ま・
社 会が大 き く変化 しつつ あ ると感 じてい る点 では大方 の人 び とが認 める ところである。
そこで本稿 では,「情報化 」 と呼 ばれ る現代 の社 会過程 を どの ように とらえてゆけば よい の か・
そop手懸 りを探 るため に,い くつ かの問題 につい て考 えてみたい。
1``社 会的情報系,'と いう仮説
「コンピ ュー タ化 に向 って まっ し ぐらに突 ぎ進む社会 に今,一 つの信仰 が広 が ってい る。 その根
本教義は,コ ンピ ュー タ ・テ ク ノロジーは一段 と輝 ける平和 な未来 の先触 れであ る,とい うもの で」,
その信者 あ るいは布 教者 は 「コ ンピュー タが指導 の能率 を上 げ,学 習 の効果 を高 め ると信 じてい る
教師」,「"考える"機 械に ついて熱 っぽ く語 る人工知能 の研究者」,「政 治経済 の救世主 と してハ イ
テ ク産 業の到来 を謳 う政治家」,r便利で暮 しよい豊 かな社会 のき らびやかな イ'メー ジを鼓吹 してい
る」 コ ンピュー タ会社,「 その イ メー ジを拍手咽余 して迎 え入 れ,コ ンピュー タに関 す る本や雑誌」
くの
を氾 濫 させ てい るマ スコ ミな どであ る。
以上は ブ ロー ドの文章 であ るが,こ の記述 をその まま借用 してわが国 の現状 だ とい って も少 しも
異和感は生 じない であ ろう。では,こ の ような信仰が何故 に生 じ,そ して広 まりつつあ るのか。 ブ
ロー ドは,こ の新 しい コ ンピュー タ ・テク ノロジー を人び とが受 け入 れ る動機 は 「恐怖」 だ とし,
つ ぎの ように述べ てい る。 すなわ ち,「労働者 も企業経営者 も,テ クノロジーの最前線 にいな けれ
ば 自分た ちはたち まち時代遅 れにな って しまうのではないか とい う恐怖 を抱 いてい る。将来,教 育
者 や経営者 か ら突 きつけ られ るであ ろう要求に神 経 を尖 らせてい る観 た ちは子供 た ち を 早 くか ら
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"コ ン ビ。ユ一 夕が わ か る(computer・literate)"よう に育 て て お か な くて は な らな い と思 い詰 め る。
くの
コンピュー タ革命に乗 り遅 れ'る者 は未開文明の遺物 にな り下が るとい う声が しき りである。」
この文章 か ら,人 び とが新 しい テ クノロジーの 「画期的 な質」 の ような もの を漠然 と察知 して,
不安 や恐怖 を抱 いてい る様 子が よ く読 み とれ る。 これ まで ブロー ドの説 明 をなが なが と紹介 して き
たの だが,そ の過程 で生 じた筆者 の疑問 をここで整 理 しておきたい。 まず,コ ン ピュー タとかかわ
りを もつ人 び とのあいだに,ブ ロー ドのい うテク ノ不 安症,テ ク ノ依 存症 の症 状が広 くみ られた こ
とは事実 として も,そ れ らの症状 が生 ずる原因 を,コ ンピュー タとかかわ りを.もった ことに帰着 さ
せ るこ とが できるのだ ろうが と添 う疑問 であ る。 なるほ どブ ロー ドも 「テクノス トレスの元凶 とし
て コ ンピュー タその もの を責 めては短絡 の誘 を免 れ まい」 と云 う。 そ して 「テ ク ノス トレスを理解
ゆ
す るためには,ま ず,適 応には単純適応 と複合 適応 の二種類が あ ることを知 ってお く必要が あ」・り,
コンピ ュータへの適応 は後者,す なわ ち,過 激 な情況 の下 で起 る複合適 応に属す る もので,「外界
　　う
の 変化'に対 す る考 え方,感 じ方 が そ れ まで と達 っ.て来 る」 もの であ る と説 く。 その うえ で,'テク ノ
ス トレスの 大 本 の 原 因 は,コ ン ピ ュー タ化 が あ ま りに も急 速 に進 ん だ た め に,「 コ ン ピ ュー タ の あ
くゆ
る生活に我 々は まだ未熟 であ り……対応 を誤 って いる」 ことだ,と す るのであ る。
コンピュー タ化 の もた らす諸問題 につ いては,こ れ まで もさ まざ まな角度 か ら論 じられて きた。
と くに雇用問題 プ ライバシー の問題 労働災害 の問題 な どが それであ る。 だが,人 間 の考 え方 や
感 じ方 や心理 な ど,つ ま り精神的 な側 面に コ ンピュー タ化 が どの ように反作用 して くるの か とい う
問題 に焦点 をあわせた論義は少 なか った よ うに 思え る。 その意味 でブ ロー ド報告の功 績は大 きい。
たんに研究者 に とってだけでな く,コ ンピュー タの実務 に携 わ る人 び とに とって も聴 くべ き ところ
が多 い。 いやむ しろ"現 代社会 に生 き る人 び とに と って"と 云 うべ きか も知 れない。
上述 した ように ブ ロー ドにた い して,テ ク ノス トレス とコンピュー タにたいす る対応の誤 りとを
直接に結 びつけ ることが でぎるの か とい う疑 問 を提起 した のは,つ ぎの ような理 由に もとづいて い
る。 その一 つは,た とえば テク ノ依存症状 として ブ ロー ドが指摘 してい る 「事実絶対主 義であ り,
感 隣の起伏 に乏 し く,効 率 とスピー ドに こだわ り,他 人 に対 する思い や りがない」 とい った性格 は,
日常 われわ れの まわ りに しば しば見 かけ るタイプであ って,な に も直接 コンピュー タとのつ き合 い
がな くとも,現 代社会 で 「期待 される」 ような生 き方 を しょう とすれば,人 び とはその ような タイ
プの入 間 にな るのではないか,と い う点 であ る。 これは,心 理学 について門外漢 であ る筆者 のヤ ブ
ニ ラ ミか ら生 じた疑問か も知れ ない。
だが,収 りにそれがヤ ブニラ ミであ った として も,こ の疑問 に筆者が こだわ るのは,も う一 つの
理 由か らであ る。 さきの疑問 を云 い換 え るだけか も知 れないが,テ ク ノス トレスを生ぜ しめ る根源
を探 るの には,コ ンピュー タと人 間 との直接 的対応 をみ るの ではな く,そ れ らの間 に社 会に埋 め込
まれた情 報処 理系("社 会的情報 系"と で も呼 んでお く)の よ うな もの を,論 理的媒介項 と して播
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入 し,そ れ らの間 を結 んで い る糸をた ぐってみ る必要 が あ るのではないか と考 え るか らであ る。 そ
してテ クノス トレスの大本 の原因はむ しろその"社 会的情報 系"の 在 り方 なのであ って,そ の現
在 の構造 に コ ンピュー タの機能が適合 してい るが故 に,"社 会 的情 報系"の 各所 にコ ンピュー タが
組込 まれて,情 報処理機械 としてはた らき もし,ま た適所 に設 置 されればす ぐれた能 力 も発揮 しう
るのであ ろう。
近年 にお ける コンピュー タの異常 な まで に急 速な普及 の謎 は どこにあ るのだ ろうか。 ハー ドウエ
ア,ソ フ トウエア両面 での コ ンピュー タ技術 の発 達 ハー ドウエアの著 しい価格 低下な ども挙 げ ら
れ よラ。 また ブ ロー ドの云 うように,恐 怖 とい う心理 的 な もの も確 かにない とは云 えない。 その他
に もまだ数 多 く指摘 できるであろ う。 だが,そ れらを根底 の ところで規 定 してい るのは,"社 会的
情報系"の 在 り方 ではないだ ろ うか。
い ささか唐突 ではあ らたが,"社 会 的情報系"と い う仮想空聞 を考 えてみた。 もち ろん仮説 であ
る。唐 突の感 をやわ らげ るために ここにいた る経偉 につ いて若干触 れてみたい。 これ まで筆者 は コ
ンピュー タを技術 とい う観点か らその特質 をみて きた。技術 とい う・と物 を作 る技術 に主要 な関 心が
向いていて,と くに従 来人間の行 っていた どの ような労働 が代替 されてゆ くのか,そ して その代 替
が労働者 に,ま た経済 の仕組みに どの よ うな影響 を及 ぼす のか,コ ンピュー タの技術 は従来 の生 産
技術 とは異 った,コ ンピュー タ革 命論 者が云 うよ うに革命的 な要 因 を含んで いるのだ ろ うか,そ の
他失業,熟 練,労 働疎外 労働災害,階 級構 成な どの諸 問題 を考察 してきた。 最近 にいた っては,
エ レク トロニクスが単独 で技術化 され るだけ でな く・機械技術 や光 学 と結合 して,メ カ トロニク ス,
オ プ トエ レク トロニクス,さ らにはオプ ト〆カニクスの領域 を創 出 し,そ れ らの領域 で 各 種 の 新
技術が誕生 してい ることは周 知の ところであ るが,そ れ らの技術 が,こ れ まで人 間固有 の領域 と[
されていた部分へ も遠慮 な く浸入 して くると,人 間本来 の もの とは何 なのか とい う疑問が大 き くふ
くらむ。 筆 者 も比較的早 い時期(IBMの コ ンピ ュー タの歴 史でいえば,1401,1440,7070,7090
とい った機種 の時代)か らコ ンピュー タとのつ き合 い をは じめた。 ただ,コ ンピュー タに対 す る胡
散 臭い感 じをい まだに解 消で きないでい るため,針 の穴 ほ どの細 々 としたつ き合 い き りしてい ない。
その程度で あ って も,つ ぎつぎに誕生 して くる新 しい技術 に ついて,少 な くとも情報処理過程 にか
かわ る部分 につい ては,ど の ような構造 にな ってい るのか,お お よその見 当はつ くつ もりでい る。
つ まりBlackBoxの中 をあ る程度 予想 する ことがで きる。 だか ら新技術 に対 して まった くの意外
性 を感 ず ることはない。 だが どうして も疑 問なのは,そ れ らの技術 が生産過程 や流通過程 に導 入 さ
れ,あ る程 度 まで人間 の 「頭脳労働」 を代替 す るのは何故な のか,と い う点 であ る。情報理 論の用
語 をつか って,人 間 を一 つの情報処理体 と捉 え るとす る と,コ ンピュ」 タに代 表 され る機械 的情報
処理 過程 と人 間的情報処理過程 とでは,そ れを規定 してい る原理が まった く異 な る と考 え て い る
(この点 については稿 をあ らためて詳 細に検討 したいが)。機 械的情報処理 の原理 に したが って人 間
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的情 報処理 過程 をシ ミュレー トしょうとすれば,最 終的に無 限 に近い ステ ップ を想定 す ることにな
る。機能 主義の 立場 か ら,入 力情報 と出力情報 との対応 関係 だ けに注 口 し,そ の対応関係 が明確 に
規定 され うる範囲に おいて,そ して その範 囲においてのみ,人 間的情報処 理過程 を機 械的 に シ ミュ
レー トで きるにす ぎな い。そ うい う制約が あ るに もかか わ らず,現 実 には人 間 の複雑 な 「頭脳労働」
が コ ンピュー タに よってつ ぎつ ぎに置 き換 えられてゆ くように見 える。企業 において も,ル ー チ ン
化 された意 思決定 過程 は,広 範 囲 にコ ンピュー タに まか され る よう・にな って きてい る。最 近は と く
に ミ ドル ・マネジ メン トの影が 薄 くなって きた とい う声 も聴 かれ る。 そこで,人 間は複雑 な 「頭脳
労働 」 を行 っている ように見 え るけれ ど も,そ れ を詳細 に検 討 してみ ると,実 は機械 で代替で きる
よ うな,単 純 な判断の組合 せに還 元 できる程度 の 「頭脳労働」 にす ぎなか ったのか とい う結 論に落
着 きが ちなの だが,そ れだ とどうして も落着 きが悪 い。落着 きが よ くないのは,あ る意味 では当然
で,人 間は無限 に多様 な活動 の可能性 を秘 めてい るとされなが ら,現 実 には それが機 械的行動 とし
て しか現 象 しないのは何故か とい う疑問が解 けないか らで ある。
この問題 は,経 営学 の領域 に おける意思決定過程 の分析 と も同根の問題 であ る。 た と・えばサ イモ
ンに したが えば,意 思決定が真 に合理的 であるためには(1)可 能 なすべて・の代 替的行動 を列挙 し,
(2)これ らの行 動 の各 々か ら生 ず る結果 のすべて を確定 し,(3)これらの一連 の結果 をすべ て比 較 ・
評価 しな ければな らない。 だが こう した ことは,現 実には不可能な ことであ って,知 識 の不完 全性,
予測 の困難性,行 動 の不可能性 な どによって制約 され る。 したが って意思決 定の合理性 は,つ ねに
　
制限 された合理性 なのだ,と い うのがサ イモ ンの考 えてい る意思決定 過程 の骨組 であ る。 ここに人
間的情 報処 理過程 を機械的 にシ ミュ レー トしょうとすれば,こ の ような手順 をふ まな ければな らな
い とい う典型が示 されている。真 に合理的 な意 思決定 を機械 的に考 え るとすれば,さ きに も述 べ た
ように無 限大 を想定す る ような ことになるのである。サ イモ ンは制約要 因 として知識 の不完 全性 な
どを挙 げてい るが,そ れらが制約要因 とな って くるのは,機 械的情報処理過程 を前提 に してい るか
らであ る。知識 の完全性 な ど保 証 されるのは神 のみであ る。実はサ イモ ンの真意 も制約要 因 をその
ような ところに もとめてい るの ではな く,正 当に も組織 の存在 に もとめてい るの であ る。 その点 こ
そが まさに重要 なのだが,こ こでは,こ れ以 上サ イモンの理論 に深入 りす ることは差控 えた い。
これ まで述 べて きた ことは,簡 単に云 えば,機 械的情 報処 理 と人 間的情 報処理 とが どの ような関
係でつ なが ってい るのか とい う問題 の解 き口 をどこに求 めれば よいのか,と い う言葉 で要約 す るこ
とがで きる。 この疑問き解 くための一つの手懸 りとして,"社 会的情報 系"を 仮 定 したのであ る。
すなわ ち,「頭脳労働」 の どの部分 が コンピュー タに よって置換 され るのか とい う問題 に し て も,
意思決 定 の問題 に して も,人 間 を切 り離 された個人 として捉 らえ,そ れ をコンピュー タな ど情 報処
理技術 と直 接 に対置 して考 える と,解 き口の見 出 しに くい難解 な問題 に遭遇 す ることにな るのでは
ないだ ろ うか。 そ こで,人 間 はひ と りび とり固有 の頭脳 を もち,し か もそれぞれの主観 に見 えてい
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る 「内的世界」が 異な るとい う意味 では・た しか に各人 は独 立 した,い わゆ る情 報処理 を行 って い
るので あるが,実 は その情 報処理 自体,個 人 の外 にあ る,個 人 とは相対 的に独 立 した"社 会的情 報
系"と い う空間 の中で,あ るい は それ との相互関係 の もとで行 なわれてい るのだ と想定 したのであ
る。 そ して機械的情報処理 に関 してい えば,そ の"社 会的情 報系"の うち,相 対的 に固定 して い
る"環"が,コ ンピュー タな どに よって置換 され る。 だか 与 個 人の 「頭脳労働」 が コ ンピュー
タに よ って置換 され ると考 えるのでは な く,置:換され るのは'`社会 的情 報 系"の あ る部分 と考 え
る ことがで きる。
適 切でないか も知 れないが,一 例 と して座 席予約 のケー スを考 えてみ る。 航空会社 や国鉄 の座席
予約 の コンピュー タ ・システムは,周 知 の ように比較的 早期 に実現 した ものであ るが,こ の場合,
わ れわ れが 日常何 らの疑問 ももたず,当 然 の ことと考 えてい る"先 着順"と い う慣 習あ るいは ルー
ル("社会的情報系"の 固定した環)が 成立しているから・あとは空席の有無を抽象化 した記号の
機 械的処理 に まかせ るこ とが で きるので あ る。 もし"先 着順"と い う慣 習が確立 していなけ れば,
「便 利な」On・!ineRealTimeSystemは実現 で きなか った かあ るいは もっと複 雑 な ものにな って
いたであ ろう'。'現実 には,個 々人 に とbて 座席 を予約す る目的 や意味 は異な る。あ る人 に とっては
「シルバー ・ムー ン」 の ための座 席 予約 か も知れな い し,ま たあ る人 に とっては 肉親 の危篤の知 ら
せ で一刻 も早 くか けつ けたいための座席 予約か も知 れない。 しか し座席 予約に関 しでは,そ うした
個人的 目的 や意味 を無視 して'"先着順"の ル ー ル に したが うことを社会 の大部分 の人 び とが証認
している。 この ような情 況(つ ま り,そ の社会 に生 活 す る人 び とに とっては客観的 に妥 当す るよ う
に みえる時間的前後 関係 の み を判断 基準 とす るとい う条件)の もとでは,空 席 の検索 と割 当 ての作
業 は もともと機 械的性 格 の ものにな ってい るのであ って,た だ,"社 会 的情報 系"の その環 が人間
労働 に よって担 われ るか,コ ンピュー タに任 され るかだ けの違 いであ る。 したが って,問 題 と して
重要 なのは情報処理技術 とい うよ りは,む し ろ"社 会的情報 系"の 在 り方 とそれ を成立 せ しめて
い るところの諸条件 であ る。 誤解 な き よう付 言す るが,現 在 進行 してい る技術 革新 を決 して過少評
価 す るつ もりは ない。 ただ,"社 会 的情 報系"の なかに それ を正 当に位 置 づけたいだけ であ る。
fi``社会的情報系 　 との関連から生ずるい くつかの疑問点
前 節で述べ た ように,"社 会的情報 系"と い う仮説 に したが うと,そ こか ら さらにい ろい ろな問
題 が うか びあが る。仮説 その ものを検討 す る こと塗 しに,そ れ を前提 に生 じて くる問題 を論 ず るこ
とは,砂 上 に楼 閣 を築 くに等 しい ことか も知 れないが,"社 会 的情報 系"を 解明 するため の一 つの
準備作業 として以下 にい くつかの疑問 を提起 してみたい。
さきに挙 げた座席 予約 の例 において,時 間 の前後関係 を判断基準 に座 席 を割 当て るとい うことは,
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一 つの社 会的約束 ご とである。文化 圏が異 なれば,そ の よ うな約束が社会的 に正 当化 できない とこ
ろ もあ りうるだろ う。 た とえば,目 的 とか身分 を判断基準 とす るところ もあ りうるだろ う。 そ うだ
く　
とすれば,"社 会的情報 系'「には マ ンハ イムのい うような意味 での広議 のイデオ ロギーが埋 め込 ま
れてい ると考 えるべ きでは ないだろ うか。 だか ら,機 械化 された"環"に つ いて も,普 通考 え ら
れてい るように,そ れが 自然的な過程 だ と捉 らえることはできない。機 械的処理の手順 その ものが
すでに一定 の イデ オロギー を前提に している,あ るいは含んでいる と考 えるべ きではな いだろ うか。
情報処理過 程の機械化 それ 自体は,イ デオ ロギー的 中立性 あるいはいわゆ る科学的客観性 を証明す
る ものでは決 してない。 機械化は;入 力情報 と出力情報 との対応関係 とその変換の規 則 とが明確に
な ってお り,そ の変換 が有 限回の演算 でで きれば,原 理的 には可能なのであ る。以上 の ことか ら,
技術 の イデオ ロギー性 について検討 の余地があ るのでは ないだ ろうか と考 える。
つ ぎに情報処理 技術 に関 してだけでな く,技術一般,し たが って技術論,技 術史 な どと も関連す
るの であ るが,技 術 と社 会 との関係 につ いて,従 来 は技術 の革:新が起動因にな って社 会が変化 す る
とい うよ うに訴方 向的 に捉 えられが ちであ った。近代 の技術では,科 学の進歩 が新 らたな技術 的発
展 を うなが し,を れが社 会的変化 をもた らす とい う一方 向的図式 で考 えられ るこ とが多いのではな
いだ ろ うか。今 日の ように技術 の革新 が急速であ るときには と くにその傾 向が強 い。技術論 や技術
史において,従 来 も新 しい技術 が出現 す る歴史的 ・社会的背景 として逆方 向の影響に も注 意が向 け
　
られなか ったわ けではない。 と くにル イス ・マ ンフ ォー ドやジ ャック ・エ リュールは早 くか らこの
側面 に焦 点 を当てて技 術 の研究 を行 って きてい る。 た とえばル イス ・マ ンフ ォー ドは近代 の機械が
出現 す るは るか以前 に,古 代 の専制 国家が奴隷 か ら構成 された"見 え な い巨大機械"に よって ピ
　
ラ ミッ ドを建設 し,大 征服 を行 った ことを指摘 してい る。だが,技 術 の出現 とその社会的背景 との
関連性・機 械 と"見 えな い巨大機 械"と の関連性は必 ず しも明確な ものでは な く,人 び とを納得
させ うるものにはな ってい なか った よ うに思える。
す でに萌節 で述べ た ように,"社 会的情報 系"を 媒 介に して技術の問題 を考察 するこ とに より,
一方向的 図式 か らは よ く見 えなか った部分,と くに社 会のあ り方が技術 を規定 してい る側面 の解明
に手懸 りが与 え られ るのではないだ ろ うか。 マンフォー ドのい う"見 えない巨大機械"の 輪郭 も,
もう少 し明確 に把握 で きるように思 う』。 歴史 を遡 って そ れぞれの時代 の"社 会的情報 系"を 抽出
する こと自体 困難 な作 業であ り,実 質的 にこの方 法が どの程度有効性 をもちうるのか疑 問ではあ る
が,一 つ の方法 としてζの視座 を据 え ることは無駄 でない ように思われ る。
技術 に関 して もう一 つの疑問 を挙 げてお きたい。 それは まさに ブロー ドが提起 している ように新
しい技術 の導入 が人間 主体 の側 に どの よ うな反作 用 を及 ぼすか とい う問題 であ る。 ブ ロー ドは,個
人 に とって コンピュー タへ の適応が複合適応 であ って,外 界の変化に対 する考え方,感 じ方 の変革
を迫 る ものだ と捉 え る点については さきに述べた。一般的に,技 術 的変化が諸個人の外界 に対す る
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考 え方,感 じ方,つ ま り対象的 世界 を見 るさいのいわば フ ィル ター の役割 をはたす 「内的世界」の
変革 を迫 るものであ る とい うブロー ドの主張 には同意で きる。 ブ ロー ドとと も に,「道具は常 に人
間社会 に大 きな変化 の きっか けを与 える もの であ った。人 間は道具 を作 るが,そ の道具が また人間
を作 るの であ る。例 えば,槍 は猜猟民の手の届 く距 離 を伸ば しただけではな く,… …狩猟民 の歩 き
ゆ
方,手 の使 い方 を変 之,… …視覚 と動作 の協同 を上達 させ,… …組織的行動 の知恵 を与 えた」 と云
うことがで きよう。 ただ問題 は技術の人間主体側へ の反作用 の仕方 であ る。 ブロー ドは 「コ ンピュ
ー タには人間 の頭脳 を改造す る力があ り,ま た,現 にコ ンピ ュー タは社会 の根底 を揺 がす一連 の変
くユ　
化 をも'たらしつつあ る」 とい うのだが,コ ンピュー タと人 間 の頭脳 の改造 との関係 をどの ように捉
えれば よいのか,明 らかではない。 そこで,"内 的世界"の 変革 を迫 る ものは,コ ンピュー タ との
つ き合 いその もの よ りは,む しろ"社 会 的情報 系"を 介 してではな いか とい う凝議 をは さん だ の
で あ る。
人間は裸 の自然 を見てい るのではない。 つ ねに"内 的世界"と い う色 メガネ を通 して,自 然 に対
して一・定 の意味 づけ を して それ を見てい る。 またその ように意味 づけ られた 自然に反応す る。 そ し
て諸個人 の"内 的世界"は 主 として"社 会的情報系"と の相互作用 で形成 され変化 す る。他方,"社
会 的情報 系"自 体 も諸個人 の相互作用 を通 じて変化 す るだけでな く,技術 的変革 に よってその在 り
方 が変化 す る。 だか ら図式化 していえば一方 では技術 的変化 は"社 会 的情報 系"と 諸個人 の"内
的 世界"と の相互 関係 に依 存す るのであ るが,他 方技術 的変化 は"社 会的情報 系"の 変化 を通 じ
て,諸 個人 の"内 的世界"に 反作用 を及 ぼす と考 えてみたわ けであ る。 この仮 定 にたてば今後,
コンピュー タが どこ までわれわ れの生活 に浸透 して くるのか,と い う問題 に して も,あ らか じめ決
め られた固定 した領域 があ るわ けでは な く,一 方では,た しかに情報処理技術 の発達 に依存 す るで
あろ うが,む しろ"社 会的情報 系"と 諸個人 の"内 的世界"と のあいだのダ イナ ミズムに よ って
その領域 が決 まると考 えることが できる。 諸個人への コ ンピ ュー タ技術 の反作 用 もこのダ イナ ミズ
ム を通 じて現 われ るのであ って したが って コンヒ.ユー タと直接 にかかわ りを もつ人 び とに限 られ
るものではない。 だか ら,一 般 に 「コ ンピュー タ革命」か ら生 ず るといわれてい る社 会的諸問題は
どれ一 つ と って もきわ めて深刻 な ものではあ るが,し か し 「コンピュー タ革命ユ の本 当の恐 ろ しさ
は,"社 会的情報 系"が ます ます機 械的性 格 を強 めてい くことにあ り,ま た そ れ の"内 的世界"
に対す る影響にあ る と考えてい る。
つ つ く
"社会 的情報系"と は何 か,と い う点 には一言 も触 れずに,そ れ を想定 す るときに,こ れ まで考
え続 けてきた問題 との関連 で生 ずるい くつか の疑問点につい て述べ てきた。 ここ まで き て,で は
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`社会的情報系"と は何 だろ うか と考 えてみ るとき
,そ れが大 変に複 雑怪奇 な ものに思えて くる。
た とえば,経 済 学的側 面 を とらえてみ る と市場 あ るいは経済構造 の ように も見 え るし,政 治学や社
会 学の側面 をとらえてみ ると,権 力構 造,組 織,官 僚制 な どの イメー ジが うかんで くる。 それ らを
ただ"社 会的情報系'1とい うむ しろ曖昧 な言 葉で云 い換 えただけの ように も思え る。 そ れ が情報
とい う視点 か ら光 を当てた ときの利点 で もあ り難点 で もあ るのだが。 いずれに して も,そ の よ うな
広大 なひろが りを もった対象 に取組 まなければな らない とい うことは,活 路 どころかむ しろ迷路に
まよい込んだ と云 うべ きなのか も知 れない。仮 りに そうであ った として も,現 在急 速 に進行 してい
る 「コンピュー タ化」 の流 れの何 処か で,仮 想 した"社 会的情 報系"を 垣 間見 る期会 が与 え られ
るか も知 れない。次 回以降 この稿で提起 した問題 の方向 に添 って作業 を進 めてい くつ も りであ る。
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